
〔資
料
紹
介
〕

「
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」

小山

島本

道光

裕正

「永禄六年北国下り遣足帳」

一　

作
成
者
と
旅
の
行
程

　

「
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」
と
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」

　
「
永
禄
六
癸
亥
年
九
月
廿
日
北
国
下
リ
ノ
遣
足
」
と
い
う
表
題
を
持
つ
こ
の
帳
面

は
、
近
年
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
の
中
の
一
つ

（
二
三
八
号
）
で
あ
る
。
　
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
（
以
下
「
田
中
本
」
）
と

は
京
都
に
在
住
し
た
田
中
勘
兵
衛
（
教
忠
）
氏
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
御
子
孫
の
忠

三
郎
・
穣
氏
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
著
名
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
か

な
り
の
部
分
は
東
京
大
学
・
京
都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
影
写
本
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら

れ
て

い

る
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
史
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
全
体
は
一
応
の
整
理
を
終
え
て
す
で
に
公
開
昔
さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
か

ら
興
味
深
い
一
点
を
取
り
上
げ
て
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

　
＊
原
本
の
閲
覧
も
申
請
に
よ
っ
て
可
能
だ
が
、
全
史
料
の
写
真
が
仮
目
録
と
共
に
図
書
室
に

　

排
架
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
御
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

体
裁
と
内
容

　
縦

二
二
・
五
㎝
、
横
三
六
㎝
、
七
丁
の
横
小
帳
で
、
こ
よ
り
で
綴
じ
た
の
み
の
ご

く
簡
単
な
帳
面
で
あ
る
。
一
頁
を
二
〇
行
ほ
ど
に
使
い
、
基
本
的
に
は
上
段
に
金
額
、

下
段
に
使
途
を

記

し
て
い
る
。
途
中
に
略
記
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、
記
載
は
日
付

の

順
を

追

い
、
ま
た
「
○
○
ヘ
ツ
ク
」
と
い
っ
た
行
程
を
示
す
記
述
も
随
所
に
見
ら

れ
、
全
体
と
し
て
旅
行
の
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
の
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。
末
尾

で
は
旅
行
に
要
し
た
費
用
の
集
計
を
行
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
、
旅
行
が
終
わ
っ

た

時
点
で
手
控
え
を
整
理
し
て
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
世
の
旅
の
一
面
を

詳
細

に
記
録

し
た
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
ま
た
宿
泊
地
な
ど
当
時
の
都
市
的
な

場
が

判
明
す
る
点
か
ら
は
都
市
史
研
究
に
、
様
々
な
支
出
の
金
額
が
わ
か
る
点
で
は

物
価
史
研
究
に
も
重
要
な
材
料
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
作
成
者
と
旅
の
目
的

　

こ
の
記
録
を
作
成
し
た
人
物
（
旅
の
当
事
者
）
が
誰
で
あ
り
、
い
か
な
る
目
的
の

旅
で

あ
っ
た
の
か
は
示
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
コ
レ
ク
シ
。
ン
中
の
一
史
料
と
い

う
性
格
上
、
伝
来
や
関
連
史
料
に
つ
い
て
も
不
明
だ
が
、
し
か
し
い
く
つ
か
の
手
が
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か

り
か
ら
、
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
で
あ
る
。

　
①
旅
の

行
程
を
見
る
と
、
最
初
の
宿
泊
（
逗
留
）
地
が
京
都
府
宇
治
市
内
に
比
定

　
　
さ
れ
る
「
笠
取
西
庄
」
、
最
後
が
現
大
津
市
内
の
坂
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

講

羅
麟
薩
灘
羅
鞭

鐡
購
囎
蓑
－
聡
灘
．
騰

麟
購
難
難
獺
灘

　
　
　
　
　
　
ま
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
の

醸
灘
雛
殿
講
噛
雛
・
礁
灘

永禄六年北国下り1貴足帳（〔1オ〕と〔7ワ〕）

　
　
両
地

よ
り
も
西
・
南
方
面
の
一
日
行
程
の
範
囲
が
出
発
地
と
ま
ず
推
定
さ
れ
る
。

②
下
野
国
小
俣
の
鶏
足
寺
で
い
っ
た
ん
「
下
り
」
の
分
の
集
計
か
行
な
わ
れ
長
期

　
　
滞
在
を

し
て
お
り
、
こ
こ
が
一
つ
の
目
的
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

　
　
他

に

も
寺
院
（
坊
）
名
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
同
行
者
に
「
行
真
」
と
い

　
　
う
人
物
か
い
る
こ
と
か
ら
、
作
成
者
は
僧
侶
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

③
笠
取
西
庄
は
醍
醐
寺
領
で
あ
り
、
鶏
足
寺
も
醍
醐
寺
と
同
じ
真
言
宗
で
あ
る
。

　
④

田
中
本
に
は
醍
醐
寺
関
係
の
史
料
が
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
含
ま
れ
て
い
る
（
他

　
　
の

寺
院
の

史
料
に
比
へ
、
群
を
抜
い
て
多
い
）
。

　
以
上
か
ら
、
作
成
老
は
醍
醐
寺
の
僧
侶
で
あ
り
、
こ
の
史
料
は
醍
醐
寺
か
ら
流
出

し
て
田
中
勘
兵
衛
氏
の
手
に
帰
し
た
史
料
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
と

思
わ
れ

る
。
旅
の
目
的
も
何
ら
か
の
寺
務
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
史

料
を

見
る
限
り
で
は
、
具
体
的
な
目
的
は
不
明
と
言
う
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ほ

と
細
か
な
算
用
の
記
録
か
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の
か
、
　
「
公
務
出
張
」
の
ゆ
え
と
一
応

考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
一
つ
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
史
料
の
年
代
な
ど

　
こ

の

史
料
が
表
題
の
通
り
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
当
時
の
も
の
て
あ
る
か
に
つ

い

て

は
、
以
下
の
よ
う
な
点
か
ら
見
て
特
に
疑
問
は
な
く
、
中
世
の
旅
の
記
録
と
し

て

信

用
し
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
①
書
体
・
紙
質
が
当
時
の
も
の
と
見
て
不
自
然
で
は
な
い
。

　
②

「
悪
銭
」
が
使
用
さ
れ
、
撰
銭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
③
通
行
路
、
宿
泊
地
な
と
が
近
世
の
も
の
と
か
な
り
異
な
る
。

　
　
　
た

と
え
は
、
永
禄
六
年
九
月
二
三
～
二
四
日
に
宿
泊
し
た
「
石
寺
」
は
近
江
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南
半
の

戦

国
大
名
六
角
氏
の
城
下
で
あ
り
、
近
世
以
降
は
街
道
筋
か
ら
は
ず
れ

　
　

て

農
村
化

し
て
い
る
し
、
翌
年
一
〇
月
二
三
～
二
四
日
に
宿
泊
し
た
「
ミ
ノ
井

　
　

ノ
ロ
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
織
田
信
長
入
部
以
前
の
岐
阜
の
呼
称
で
あ
る
。
最

　
　

後
の
部
分
に
見
ら
れ
る
近
江
の
「
下
坂
」
も
近
世
に
用
い
ら
れ
た
交
通
路
と
は
異

　
　

な
り
、
秀
吉
に
よ
る
長
浜
城
下
町
形
成
以
前
の
様
相
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

④
冒
頭
の
「
笠
取
西
庄
」
も
実
際
に
醍
醐
寺
の
荘
園
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ゆ
え
に

　
　

逗
留
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
も
中
世
的
な
様
相
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
旅
の

行

な
わ
れ
た
永
禄
六
～
七
年
（
一
五
六
三
～
四
）
と
い
う
年
の
状
況
だ
が
、

織

田
信
長
が
桶
狭
間
に
今
川
義
元
を
破
っ
た
の
が
永
禄
三
年
、
美
濃
の
斎
藤
氏
を
逐

っ

て

岐
阜
に

移

る
の
が
同
一
〇
年
、
近
江
の
六
角
氏
を
破
り
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
す

る
の
は
　
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
京
都
で
は
将
軍
義
輝
の
暗
殺
さ
れ
る
の
が
永
禄
八

年
、
関
東
で
は
後
北
条
氏
が
ほ
ぼ
全
域
を
版
図
に
納
め
、
上
杉
謙
信
が
こ
れ
を
攻
め

る
一
方
で
武
田
信
玄
と
も
争
っ
て
い
た
。
三
河
で
は
徳
川
家
康
が
一
向
一
揆
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
、
戦
国
大
名
が
領
国
支
配
を
固
め
な
が
ら
相
互
の
潰
し
合
い

が
激

し
さ
を
増
し
、
戦
国
動
乱
の
最
終
局
面
を
迎
え
た
こ
ろ
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
意
外
な
こ
と
に
、
こ
の
旅
は
戦
乱
に
よ
る
危
険
や
大
名
権
力
に
よ
る
規

制
を
受
け
た
形
跡
が
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
東
海
道
で
は
な
く
北

陸
を
経
由
し
て
関
東
に
入
っ
て
い
る
の
が
東
海
地
方
の
混
乱
を
避
け
た
た
め
と
見
ら

れ

な
く
も
な
い
が
、
こ
れ
も
む
し
ろ
北
陸
の
方
が
伝
統
的
に
京
都
と
の
結
び
つ
き
が

深

く
、
交
通
も
発
達
し
て
い
た
ゆ
え
と
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
僧
侶
の
旅

と
い
う
性
格
も
あ
ろ
う
が
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
、
旅
は
意
外
に
自
由
か
つ
盛
ん
に

行

な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

行
程
（
図
－
を
参
照
さ
れ
た
い
）

　
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
九
月
二
〇
～
二
二
日
に
現
京
都
府
宇
治
市
内
の
笠
取
西

庄
に
滞
在

し
た
後
、
近
江
の
草
津
に
抜
け
、
後
の
中
山
道
・
北
陸
道
と
思
わ
れ
る
ル

ー
ト
で
北
庄
（
福
井
市
）
へ
出
る
。
加
賀
へ
は
船
で
渡
っ
た
と
思
わ
れ
、
以
下
馬
を

使
い
な
が
ら
陸
路
で
越
後
府
中
へ
向
か
い
、
一
〇
月
＝
日
に
到
着
す
る
。
そ
の
後

一
一
月
四
日
か
ら
再
び
移
動
を
は
じ
め
、
湯
沢
か
ら
上
野
へ
抜
け
、
沼
田
を
通
っ
て

一
一
月
一
六
日
に
下
野
国
小
俣
の
鶏
足
寺
に
着
く
。
前
述
の
よ
う
に
こ
こ
が
一
つ
の

目
的
地
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
で
冬
を
越
し
て
翌
年
の
春
ま
で
滞
在
し
た
ら
し
い
。

こ
の
後
福
島
県
方
面
に
向
か
い
、
記
述
が
完
全
で
な
く
行
程
を
追
い
に
く
い
が
、

「
五

月
＝
日
二
田
村
ヨ
リ
長
井
へ
越
ス
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
板
谷
峠
を
越
え

て

山
形
県
の
長
井
ま
で
足
を
延
ぽ
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
後
現
在
の
福
島
市
・

郡

山
市
・
相
馬
市
・
い
わ
き
市
付
近
を
巡
回
し
て
会
津
に
現
れ
、
そ
こ
か
ら
越
後
へ

出
て
六
月
二
八
日
に
は
乙
法
寺
に
着
い
て
こ
の
付
近
で
し
ぽ
ら
く
滞
在
す
る
。
こ
の

間
「
駄
賃
」
の
記
載
が
多
い
。
そ
し
て
八
月
一
二
日
か
ら
二
二
日
ま
で
新
潟
の
旅
籠

に
い

た

後
、
よ
う
や
く
帰
路
に
着
く
。
現
富
山
市
付
近
ま
で
は
往
路
と
同
じ
コ
ー
ス

だ

が
、
そ
こ
か
ら
今
度
は
飛
騨
方
面
へ
南
下
し
、
美
濃
へ
抜
け
、
近
江
に
入
っ
て
琵

琶
湖
を

船
で
渡
り
、
坂
本
へ
着
く
。
記
録
は
こ
こ
ま
で
だ
が
、
お
そ
ら
く
今
度
は
山

科
を

ま
わ
っ
て
醍
醐
寺
へ
戻
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以

上
、
な
お
明
ら
か
に
し
が
た
い
部
分
や
比
定
に
確
証
を
持
て
な
い
も
の
も
多
い

が
、
地
名
辞
典
な
ど
に
よ
っ
て
一
応
の
比
定
を
試
み
、
↓
覧
に
ま
と
め
て
み
た
（
表

1
）
。
お
気
付
き
の
点
な
ど
は
御
訂
正
い
た
だ
け
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
島
　
道
裕
）
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蕊
埜
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▽響池・一・麟
　、卍乙法寺
ジダ山上

笠
取
西
庄

、

新
庄

金
山

福

横山

高原

イ
ト
井
郷

　

イ
ト
イ
ハ

　ケ麦
松崎

神沼横越

村撃津

宇津宮

多劫

　小松
ヒホコ

シン山

　　凡　　例
・宿泊地（旅籠・逗留）を○、その他の地名

を△で表設した。

・ 原本がカナ表記で漢字を宛てられるものは、

適宜現行の漢字を用いた。

・行程の線は厳密な通行経路を添すものでは

ない。

図1　「永禄六年北国下り遣足帳」の行程
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「永禄六年北国下り遣足帳」

表1　r永禄六年北国下り遣足帳』行程および所出地名一覧

日 付1地 名 比 定 地 備

9．20～22

　22

　22～23

　23～24

　25～26

26～27

27～28

10．　1～2

　　2～3

　
）4
⊂
U
6
7
8

～

～

～

～

～

∩

」
4
5
6
7

　
（

8～9
9

9～10
10

10～11

11

10．11～

　11　4

11．　4

　　4～5

　　7・8

　　8～9

　　9～10

　　10

　　10～11

　　11～12

　　12～13

　　13～14

　　14

163

笠取西庄

草津

守山

石寺

木ノ本

ツハイ坂

越前ノ今庄

越前浅生津

北庄

キレト

湊

加州

　　？

加州湊

湊川

　　？

越中国安養寺

　　？

越中金山

越中ヲイ庄

ヲイ庄～

　　市ブリ

越後国イト井郷

イト井郷～

　　ノウ

越後ノウ

～名立

～アルマ川

アルマ川

越後ノ府中

（宝積寺・善光寺）

　　？

松ハシ

ハナカサキ

（ノウ峯大善坊）

田麦

松平

犬伏

麻畠

湯ノサワ

アサカイ

上野国アイ

沼田

京都府宇治市

滋賀県草津市

〃

〃

〃

〃

守山市

安土町石寺

木之本町

余呉町椿坂

福井県今庄町

　〃　福井市浅水

　〃　福井市

　　　　？

　〃　三国町？

石川県

　　　？

〃　美川町湊？

富山県小矢部市安養寺？

　　　　？

　〃　　　9

　〃　　　　　〃

　　　　　いちぶり
新潟県青海町市振

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

糸魚川市？

　〃

能生町

　〃

名立町

上越市有間川

　　　〃

上越市（直江津）

　？

〃　　　？

〃　頸城村花ケ崎

〃

〃

〃

〃

〃

〃

大島村田麦
まつだい

松代町（松平村）

松代町犬伏

十日市町麻畠

湯沢町

湯沢町浅貝

（越後・上野国境の意か）

群馬県沼田市

已留

昼休

旅籠

1旅籠

旅籠

、昼休

1（旅籠）

｛旅籠

1橋賃（九頭竜川か）

舟賃

船賃

橋賃

1旅籠
…
旅籠

船賃

1旅籠

旅籠

、旅籠

惨籠
：旅籠

駄賃

籠
賃

旅

駄

籠
賃
賃
籠

旅
駄
駄
旅

籠旅

i小遣い

1旅籠

逗留

旅籠

旅籠

小遣い

旅籠

旅籠

旅籠

旅籠

昼休み以下

考



日 付

14～15

15～16

？．？

5．11

（11～）12

14～

6．　2

12

17

6．22

（22～）23

地　　　　　名

　
　
～

先
ぽ

ぽ

ナ

幻

幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

麓

繕
賢
㌫
嘱
晶
繊
⑭
襟
㌻
滉
墓
㌘
㌢
當
期
稔
・
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比　　　　定 地 備 考

群馬県赤城村南雲

　　　　？

　　　　〃

栃木県足利市小俣

栃木県宇都宮市

茨城県結城市

栃木県上三川町多功

　　　　？

　　　　？

福島県いわき市湯本

　〃　　〃　　中好間？

　〃　　郡山市

山形県長井市？

福島県福島市

　〃　　〃　　（板谷峠？）

　〃　　　　〃

　〃　　　　　〃

　〃　　　　　〃

　〃　郡山市

　〃　相馬市

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

双葉町新山

郡山市

いわき市薬王寺？

　？

小野町

　〃

三春町

　〃

　？

　？

　？

　？

　〃

　？

　〃

　〃

会津若松市黒川

会津若松市

柳津町

籠
籠
賃

旅
旅
駄

逗留
1送．人。齢

駄賃

遣足

駄賃

「越ス」

駄賃

駄賃

旅籠

「越ス」

旅籠

「越ス」

酒（シン山より送り衆へ）

「越ス」

馬中間二遣ス

駄賃

駄賃

「越ス」

礼、両夜逗留

駄賃

駄賃

籠

賃

旅

駄

立

着
籠

出
到
旅
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日 付 地 名　　　　比 　　定

〃

地

（23～）24

（24～）25

（25～）26

（26～）27

28

8．12～22

23

9，（11～）12

　（12～13）

165

1柳津～

1柳津

～野尻

野尻

～津川

㌧カ。

～マオロシi

マオロシ

　マオロシ～

村松

村松～

横越

　ヨココシ

　コクラクワタリ

～対馬屋

対馬屋

～神原

神原

　ニイカタノワタリ

、～神原

上原

～ノツタリ

乙法寺

池ノハタ

金蔵（坊）

　ヤス田

山上

山一ヒ

～新方

パ大福坊）

　　？

　ニイカタ

ヤピコ

　　？

1　？

i・
｛カルイ川

～山上

（大福坊）

出雲崎

　カルイ川

北条

ハツサキ

　　？

i　？

‘　　〃

　〃　　　　　〃

　　〃　西会津町上野尻

ト“　“

i新潟県津川町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃

五泉市馬下

　〃

　〃

村松町

　〃

横越町

　〃

　？

新潟市津島屋

　〃　　　　　〃

　〃　蒲原

　〃　　　　〃

　〃？

新潟市蒲原

　〃　　〃9
　　くロつたり　

　〃　沼垂

中条町乙

　？

　？

　　こやずたラ
神林村宿田？

蒲原郡奥山庄北条の内？

　　　〃

新潟市？

　？

〃　新潟市

〃　弥彦村

〃　柏崎市軽井川

　　備

1駄賃

船賃

駄賃

旅籠

駄賃

1旅籠

船賃
1

旅籠

駄賃

駄賃

駄賃

｜駄賃

酒（宿ヨリ送衆）

（阿賀野川か）

駄賃

旅籠

案内者二遺ス

酒

：

船賃

酒

1船賃
…到着

…船賃

酒手、礼

舟賃

案内者

1舟賃

｜樽

1舟賃

1旅籠同礼

昼休み

駄賃

…旅籠

旅籠

旅籠

〃　蒲原郡奥山庄北条の内？i「越ス」

〃

〃

〃

〃

　　？

出雲崎町

柏崎市軽井川

柏崎市北条

柏崎市・柿崎町鉢崎

中二日逗留、礼

行真ら二人逗留

旅籠

旅籠

旅籠

．昼休み

…駄賃

考



日 付

　（13～14）

9．14～

　10．　2

10．2・3

（3～）4

（4～）5

（5～）6

7
8
9

）
）
）

～

～

～

6
7
8

（
（
（

（9～）10

（10～）11

（11～）12

（12～）13

（13～）14

（14～）15

（15～）16

（16～）17

（17～）18

（18～）19

（19～）20

（20～）21

（21～）22

（22～）23

（23～）24

（24～）25

（25～）26

地 名

府中

（大館殿）

府中？

府中？

アルマ川

名立

ノウ

イトイ川

　？

市ブリ

　？

　？

三日市

大津

　？

　？

　？

新庄

舟ノクラ

横山

　？

高ワラ

　？

　？

フル川

大野

　？

山ノロ

　？

湯ノ島

アサウ

　？

濃州勝田

　？

ミノ井ノロ

同井ノロ

　？

～下坂

下坂

大ハマ

坂本

江州下坂～坂本
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比 定 地1備 考

〃　上越市

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃

〃

〃

〃

　〃　有間川

名立町

能生町

糸魚川市

〃　青海町市振

富山県黒部市三日市

　〃　魚津市

　〃　富山市新庄

　〃　大沢野町船倉

岐阜県神岡市横山

〃　神岡市・上宝町高原郷

〃　古川町

〃　高山市内？

〃　萩原町山之口

〃　下呂町湯之島

〃　七宗町上麻生・下麻生

〃

市阜

〃

岐〃

〃

9
：

滋賀県長浜市下坂中・下坂浜

　〃　　　　　　　　〃

　〃　びわ町大浜？

　〃　大津市坂本

宿ヘノ礼

酒（樽）

旅籠

旅籠、五人逗留

　
み
　
み
み
　
み

み

　

み

　

み

　

　

み

　

み

み

籠
休
籠
籠
休
籠
休
籠
籠
籠
休
籠
休
籠
籠
籠
休
籠
籠
休
籠
籠
籠
籠
休
籠
籠
休
籠
休
籠
籠
籠
賃
籠
籠
籠
賃

旅

昼

旅

旅

昼

旅

昼

旅

旅

旅
昼
旅
昼
旅
旅
旅
昼
旅
旅
昼
旅
旅
旅
旅
昼
旅
旅
昼
旅
昼
旅
旅
旅
駄
旅
旅
旅
舟
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二
　
旅
行
費
用
に
関
す
る
若
干
の
分
析

O
　
旅
の
記
録
に
つ
い
て

　

中
世
の
旅
と
い
う
よ
り
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
旅
を
扱
っ
た
業
績
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
が
あ
る
。
現
段
階
に
お
い
て
中
世
の
旅

を

考

え
る
上
で
、
本
書
は
基
本
的
文
献
で
あ
り
、
研
究
も
そ
れ
以
降
あ
ま
り
進
め
ら

れ
て

い

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
前
掲
書
に
お
い
て
は
、
中
世
に
盛
行
し
た
社
寺
参
詣
と
そ
の
社
寺
の
持
つ
意
味
を

は

じ
め
、
旅
の
実
際
に
つ
い
て
も
詳
細
に
言
及
し
、
第
二
章
第
二
節
の
二
に
お
い
て

は

「
貨
幣
の
流
通
」
と
い
う
こ
と
で
、
旅
と
費
用
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し

現
存
史
料
の
関
係
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
費
用
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。

　
右
の

よ
う
な
研
究
情
況
か
ら
み
る
と
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
永
禄
六
年
北
国
下
り

遣
足
帳
」
は
中
世
の
旅
の
具
体
的
様
相
を
見
る
上
で
、
重
要
史
料
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。　

「
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
」
（
以
下
本
論
の
便
宜
上
「
遣
足
帳
」
と
す
る
）
は

そ
の
名
の
通
り
旅
行
中
の
費
用
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
見
す
る
と
近
世
中
後

期
に
お
け
る
旅
の
小
遣
帳
か
と
錯
覚
を
お
こ
し
て
し
ま
う
。
現
存
す
る
中
世
以
前
の

旅

日
記
と
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
歌
な
ど
を
詠
み
こ
ん
だ
紀
行
文
学
的
作
品
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
遣
足
帳
の
よ
う
に
、
旅
の
費
用
を
記
し
た
も
の
に
『
願
神
軒
存

　
　
　
（
2
）

爽
算
用
状
』
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
願
神
軒
が
伊
達
氏
の
命
に
よ
り
、
朝
廷
を
は
じ

め

と
す
る
人
々
に
献
上
物
を
運
ん
だ
時
の
も
の
で
、
旅
の
途
次
出
資
を
い
ち
い
ち
記

入

し
た
も
の
で
は
な
く
、
旅
行
後
に
出
費
報
告
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
支

出
内
容
か
ら
旅
の
具
体
像
を
み
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
遣
足
帳
は
旅
行
を
し
な
が
ら
支
出
を
記
入
し
て
い
っ
た
も
の
の
よ

う
で
あ
り
、
　
「
頭
神
軒
存
爽
算
用
状
」
に
較
べ
て
記
入
内
容
も
細
か
く
、
旅
の
様
相

を
あ
る
程
度
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
遣
足
帳
や

「
頓

神
軒
存
爽
算
用
状
」
の
よ
う
に
旅
の
経
費
を
示
す
記
録
は
数
多
く

現
存

し
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

少
く
と
も
上
か
ら
の
命
令
に
よ
り
旅
に
出
た
場
合
、
必
ず
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
収

支
報
告
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
旅
行
中
の
支
出
を
メ
モ
し
て

お

く
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
小
遣
帳
の
類
は
紀
行
文
学
的
な
旅
日
記
に
較
べ
、
後
世
に
残
す
と
い
う

意
識
は
薄
く
、
漉
き
返
し
紙
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
遣
足
帳
の
筆
者
の
旅
の
行
程
や
旅
行
者
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
前
章
に
お
い
て
小

島
が
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
章
に
お
い
て
は
遣
足
帳
の
内
容
を
若
干
分
析
し

て

み

る
こ
と
と
す
る
。

⇔
　
筆
者
の
旅
の
様
相

　
ま
ず
遣
足
帳
を
も
と
に
、
遣
足
帳
の
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
旅
を
し
た
の
か
を
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
旅
行
者
は
小
島
の
指
摘
す
る
通
り
僧
侶
で
あ
る
が
、
　
一
人
で
旅
を

し
た
も
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
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永
禄
七
年
九
月
七
日
頃
と
思
わ
れ
る
項
に

　
　
百
五
十
文

　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
コ

　
　
　
　
行
真
同
山
城
二
人
出
雲
崎
二

　
　
　
　
逗
留
ノ
分

と
あ
り
、
遣
足
帳
筆
者
以
外
に
、
二
名
の
仲
間
と
思
わ
れ
る
人
物
の
記
載
が
み
ら
れ

る
。
さ
ら
に
永
禄
七
年
十
月
二
日
の
項
に
、

　
　
壱
貫
四
十
三
文
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
コ

　
　
　
九

月
十
四
日
ヨ
リ
十
月
二
日
迄

　
　
　
五
人

ノ
分
府
中
二
逗
留

と
あ
り
、
宿
泊
費
と
し
て
五
人
分
も
の
支
出
を
し
て
い
る
。
遣
足
帳
の
記
載
内
容
か

ら
み
て
、
筆
者
は
基
本
的
に
は
一
人
で
旅
を
し
て
い
た
が
、
時
折
り
な
ん
ら
か
の
理

由
で
仲
間
又
は
配
下
の
老
達
と
合
流
、
接
触
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

仲
間
と
接
触
し
た
場
合
、
遣
足
帳
の
筆
老
は
少
く
と
も
一
同
の
宿
泊
費
を
支
払
う
立

場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
府

中
逗
留
中
に
は
出
雲
崎
の
時
に
同
一
人
物
と
み
ら
れ
る
行
真
の
た
め
に
箕
代
四

五
文
も
支
出
し
て
い
る
。

　
遣
足
帳
の

筆
者
は
一
人
旅
で
あ
ろ
う
と
前
述
し
た
が
、
ま
っ
た
く
の
単
独
行
で
あ

っ

た

と
も
思
わ
れ
な
い
。
従
者
を
連
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
そ
の
関
係
の
支
出

は
見
当
ら
な
い
。

　
遣
足
帳
か
ら
は
旅
を
し
た
僧
侶
の
地
位
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
支
出
内
容

か

ら
み
て
あ
る
程
度
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
事
例

を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
永
禄
六
年
十
月
十
一
日
の
項

　
　
宝
積
寺
、
善
光
寺
等
ヘ
ノ
案

　
　
内
者
二
酒
以
下
の
入
目
也
、

　
永
禄
六
年
十
…
月
九
日
の
項

　
　
廿
五
文
　
ノ
ウ
峯
ヨ
リ
ノ
送
ノ

　
　
　
　
　
　
人
二
遣
ス

　
永
禄
七
年
五
月
下
旬
頃

　
　
十
五
文
　
送
ノ
衆
ニ
サ
ケ

　
　
　
　
　

相
馬
迄
人
数
五
人

　
以
上
の
よ
う
に
案
内
者
や
送
ノ
衆
な
ど
が
付
い
て
く
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
待
遇
は
下
級
身
分
の
僧
侶
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
遣
足

帳
か
ら
は
旅
を
し
た
僧
侶
の
全
貌
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
あ
る
程
度

の

身
分
を
持
っ
た
者
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

⇔
　
費
用
に
関
す
る
分
析

　
遣
足
帳
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
が
「
旅
中
支
出
一
覧
」
　
（
表
二
）
で
あ
る
。
こ

の

う
ち
宿
泊
費
は
厳
密
に
い
え
ぽ
宿
に
着
い
た
翌
日
の
支
出
に
な
る
が
、
翌
日
の
支

出
に
す
る
と
表
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
宿
に
到
着
し
た
時
支
払
っ
た
よ
う
に
処
理
し

た
。　

遣
足
帳
は

諸
経
費
を
洩
れ
な
く
記
載
し
た
も
の
で
は
な
く
、
記
載
洩
れ
も
か
な
り

あ
る
。
た
と
え
ば
永
禄
七
年
六
月
二
七
日
か
ら
二
八
日
は
宿
泊
地
も
不
明
で
あ
る
し
、

二
九

日
か
ら
八
月
一
一
日
ま
で
は
一
切
記
載
が
な
い
。
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少
額
の
支
出
で
は
あ
る
が
草
鮭
の
記
事
は
二
度
だ
け
で
あ
る
。
消
耗
品
で
あ
る
草

鮭
は
か

な
り
の
量
を
必
要
と
し
た
筈
で
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
六
〇
）
六
月
に
富

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

士
登

山
を
し
た
時
の
日
記
に
よ
る
と
、
登
山
の
た
め
に
一
〇
足
の
草
鮭
を
用
意
し
て

い
る
。

　

ま
た
安
政
三
年
二
月
二
〇
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
伊
勢
・
金
毘
羅
方
面
を
旅
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

静

岡
県
掛
川
近
傍
の
人
の
日
記
に
よ
る
と
、
合
計
一
七
足
の
草
鮭
を
必
要
と
し
て
い

る
。
日
数
合
計
は
四
四
日
で
あ
る
が
、
一
般
旅
人
と
比
較
す
る
と
ゆ
っ
た
り
し
た
旅

で

あ
り
、
船
も
利
用
し
て
い
る
の
で
草
鮭
は
二
日
弱
に
一
足
を
必
要
と
し
た
よ
う
で

あ
る
。

　
遣
足
帳
に
記
載
さ
れ
た
旅
費
の
総
額
は
、

　

下

り
　
三
貫
八
二
八
文

　
上

リ
　
七
貫
六
一
〇
文

　
総
額
　

＝
貫
四
四
〇
文

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
遣
足
帳
に
計
上
さ
れ
た
実
際
の
金
額
合
計
は
、

　
下

り
　
三
貫
七
八
二
文

　
上

り
　
七
貫
五
↓
○
文

　
総
額
　
↓
一
貫
二
七
五
文

と
な
っ
て
お
り
合
計
が
合
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
実
際
に
計
算
し
た
数
字
に
基
い
て
稿

を

進
め
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

　
費
用
の
内
訳
を
宿
泊
費
、
昼
食
費
、
交
通
費
（
船
賃
・
橋
賃
・
駄
賃
）
、
そ
の
他
に

分
け
て

そ

れ
ぞ
れ
の
比
率
を
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
宿
泊
費
　
　
五
貫
八
五
五
文
　
　
約
五
二
％

　

昼
食
費
　
　
　
　
六
八
六
文
　
　
約
　
六
％

　
交
通
費
　
　
一
貫
七
一
六
文
　
　
約
一
五
％

　

そ

の

他

　
　
三
貫
　
一
八
文
　
　
約
二
七
％

　
右
の
内
訳
の
な
か
で
、
最
も
比
率
の
高
い
の
が
宿
泊
費
、
つ
い
で
そ
の
他
で
あ
る
。

そ
の
他
の
中
で
も
礼
銭
が
一
貫
一
八
七
文
で
総
費
用
の
約
一
一
％
を
占
め
て
い
る
が
、

こ

れ
は
滞
在

し
た
寺
院
や
送
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
謝
礼
で
、
こ
の
旅
の
特
長
を
表
わ

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
酒
代
の
大
半
も
謝
礼
金
の
代
り
で
あ
る
た
め
、
実
際

に
謝
礼
金
の
占
め
る
割
合
は
か
な
り
大
き
く
な
る
。

　

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
近
世
後
期
に
お
け
る
農
民
の
旅
日
記
か
ら
の
旅
行
経
費
を
掲

　
　
　
（
5
）

げ
て
お
こ
う
。
筆
者
は
安
政
六
年
（
一
八
六
〇
）
六
月
一
一
日
に
現
在
の
千
葉
県
君

津
市
大
谷
を

出
発
し
、
江
戸
ー
富
士
山
－
伊
勢
－
金
毘
羅
ー
京
都
ー
善
光
寺
を
巡
っ

て

同
年
八
月
二
日
に
帰
村
し
て
い
る
。

宿
泊
費

飲
食
費

交
通
費

社
寺
関

係
　
費

そ

の
他

合
　
計

　
七

貫
七
一
〇
文
及
金
一
分

　
四

貫
　
四
五
文

　
一
貫
六
二
九
文
及
金
二
朱

　
一
貫
九
四
六
文
及
金
二
分
二
朱

　
五
貫
七

三
四

文
及
金

二
朱
銀
六
匁

二
分

二
一
貫
六
四
文
及
金
一
両
二
朱
銀
六
匁
二
分

　
右
の
う
ち
飲
食
費
は
昼
食
代
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
社
寺
関
係
と
は
お
札
や
費

銭
等
、
そ
の
他
は
土
産
品
及
び
富
士
登
山
の
装
備
代
な
ど
で
あ
る
。

　
安
政
六
年
の
支
出
貨
幣
は
金
銀
銭
が
混
じ
っ
て
い
る
た
め
、
単
純
に
そ
の
比
率
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
宿
泊
費
が
最
も
多
く
、
次
い
で
そ
の
他
、
飲
食
費
、
社



国立歴史民俗博物館研究報告　第39集　（1992）

寺
関
係
費
、
交
通
費
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
諸
経
費
の
中
で
は
宿
泊
費
が
双
方
と
も
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
が
、
長
期
旅

行
の
場
合
、
基
本
的
に
は
現
在
も
同
様
と
い
え
よ
う
。
但
し
遣
足
帳
の
場
合
は
筆
者

の

み
の

宿
泊
費
で
は
な
く
、
仲
間
ま
た
は
配
下
の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て

の

支

出
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
結
果
的
に
は
宿
泊
費
の
優
位
に
か

わ
り
な
か
ろ
う
。

　
遣
足
帳
に
記
さ
れ
た
宿
泊
費
は
、
特
別
の
注
記
の
な
い
限
り
一
人
分
と
み
ら
れ
る

が
、
永
禄
六
年
下
り
の
宿
泊
費
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
四
〇
か
ら
五
〇
文
の
間
で
あ
る
。

一
〇

月
一
一
日
か
ら
二
月
三
日
の
逗
留
分
一
貫
一
四
〇
文
も
、
一
日
当
り
に
直
す

と
約
四
九
文
と
な
る
。
な
か
で
も
四
八
文
が
最
も
多
く
一
六
回
に
及
び
、
石
寺
か
ら

有
間
川
ま
で
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
る
。

　

一
方
下
り
を
み
る
と
、
宇
都
宮
か
ら
府
中
ま
で
は
宿
泊
費
が
ば
ら
ば
ら
で
一
定
し

て

い

な
い
。
と
こ
ろ
が
有
間
川
か
ら
は
若
干
の
高
下
は
あ
る
も
の
の
、
宿
泊
費
の
ほ

と
ん
ど
は
六
〇
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
一
地
域
に
泊
り
な
が
ら
上
り
と
下
り
で
は
宿
泊
料
金
が
異
る
と
い
う
現
象
も
み

ら
れ
る
が
、
宿
泊
料
金
が
偶
然
同
一
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
も
地
域

的
に
連
続
し
て
で
あ
る
。
料
金
が
一
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿

が

協
定

を
結
ぶ
か
、
支
配
者
側
の
交
通
政
策
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
も
支

配
者
が

異
れ
ば
領
国
を
越
え
た
統
一
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
料
金
一
定
区
間
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
伝
馬
制
度
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る
余
裕
も

力
量
も
筆
者
に
は
な
い
が
、
料
金
一
定
は
交
通
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
傍

証
の
一
つ
と
は
な
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
一
つ
関
所
の
通
行
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
遣
足
帳
に
は
関
所
通
行
、

関
銭
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
が
、
　
「
願
神
軒
存
爽
算
用
状
」
に
は
し
ば
し

ば

関
所
に
つ
い
て
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
三
貫
文
　
　
是
ハ
北
近
江
関
所
十
二
ヶ
所
御
座
候
、
七
頭
之
面
々
、
御
奉
書
不

　
　
　
　
　
　
　
被
致
信
用
候
間
、
重
而
御
雑
色
衆
三
人
申
請
、
御
奉
書
依
申
下
、

　
　
　
　
　
　
　
為
礼
儀
相
渡
候

　
遣
足
帳
の
中
に
関
所
関
係
の
記
事
が
な
い
の
は
、
遣
足
帳
の
筆
者
が
関
所
を
問
題

な
く
通
行
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
遣
足
帳
の
内
容
か
ら
み
て
、

関
銭
を
支
払
う
‖
支
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
記
述
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
期
に
お
け
る
旅
行
経
費
を
遣
足
帳
の
よ
う
に
記
し
た
も
の
を
筆
者
は
不
勉

強
ゆ
え
他
に
は
知
ら
な
い
。
そ
の
た
め
比
較
検
討
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
的
外
れ

な
解
説
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
本
史
料
が
今
後
の
交
通
史
研
究
に
果
す
役
割

が

大

き
い
こ
と
は
確
信
で
き
る
。
さ
ら
に
記
載
内
容
か
ら
、
交
通
史
研
究
の
み
な
ら

ず
、
他
の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
史
料
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
新
城
常
三
著
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
　
（
昭
5
7
）
塙
書
房

（
2
）
　
『
×
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
三
伊
達
家
文
書
之
一

（
3
）
　
千
葉
県
君
津
市
大
谷
　
朝
生
家
文
書
　
原
標
題
「
道
中
日
記
帳
」

（
4
）
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
。
同
館
研
究
報
告
第
四
集
に
山
本
が
紹
介
醗
刻
を
し
て
あ

　
　
る
。

（
5
）
　
註
（
2
）
に
同
じ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
　
光
正
）
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表2　旅中支出一覧

年月日 宿泊地1旅籠代嗣⇒莚圃願駄賃小遣瞬草礒の備 考

笠

守
石
宿
木
今
浅

宿
　
　

安
宿
金
ヲ
イ
能
右
　
越

花

能
留
田
松
麻
湯
浅

　
ロ
ロ
ロ
ロ

年

～
21

22

6
2
0

禄
月

永

9

瑚
畑
細
拙
烈
ヨ

　
　
　
　
　
細
”

朗

　

　

　

　

賄
肛
～
舳
～
肋
盟
胡
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　0
　
0
　
0
　0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　「
⊥
　

1
　
1
　
¶
⊥

日

田

銅

相

聞

聞

四

聞

田

旧

朋

雷
瑚
日
畑
闘
賭
勾
調
田
相
聞
田
朋
田
囲

卜
6

取西庄
　山　泊

　寺　泊

泊地不明

ノ　本泊

　庄　泊

生津泊

　泊地不明
加　　州　　湊　　泊

　　〃

　養寺泊
　泊地不明

　　　　山

　　イ　庄

　ト井郷泊

　　生　泊

　間川泊

80120

48　29

　42
48

48　20

48　37

　17

　22

0
9
7
　
5

2
2
2
　
　
9
細

8
8
8
8
8
8

4
‘
4
4
4
《
λ
1
4
与8
8
8
8

4
4
4
4

0411

84

0
0
0
0
8

5
4
亡
0
4
4

※52

20

13

2
8

1

8

16

ユ5

※

100

16

※24

※13

0
5

4

－
Q
】1
2

16※

0
5
0
3

3
2
3
3
0
∨
2
0

8
4
97

3
7
1

1
3
2

177

※25

※52

※樽代とあり

※杉原紙代

※小遣共

※5日の記事に記載

※酒代共

※餅代共

※能生峯よりの送り
人へ
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年月日 宿泊地旅籠代昼食惨莚㌔鰍酬遣礼銭草輻の備 考

　　13日

　　14日

　　15日

　　16日

永禄7年力

　？

　？

　？

　？

　？

　？

　5月11日

　　〃

　14日力

　6月2日

　　12日

17日～
　18日力

　19日力

　　〃

　20日力

　　22日

　　23日

　　〃

　　24日

　　25日

　　26日

　　〃

　　〃

　　27日

　　〃

　　28日

　　〃

　　？

　　？

　　？

上野国アイ

南　雲　泊

タ　ルイ　泊

鶏　足　寺

宇都宮逗留

結城～多功

　　？

ヒホコ～小松

岩城湯本
川原コ～　？

シ　ノ　ブ　泊

相　　馬　泊

坊

泊

仙

路

東

中

明
泊
泊

不地

津
尻

泊
宿
柳
野

津

馬

津

　川　　泊

下　泊

島屋泊

池　ノ　ハ　タ

0
3
0

∠
1
5
4

15

20

36

0
6

F

O
3

5
6
0

4
3
3

12

10

4
▲
5

’

0
1
10

4
7
0

1
1
1

※15

※30

　30

※30

15

8

※24

25

30

60

0
0
0

5
つ
」
3

5
　
0

」
4
　
5

0
8
0

3
4
5
0
0
0

4
3
5
0
0
5

3
7
2

4

16

17

7

8

4

20

001

05※

※10

100

※

100

※25

※16

※送り人へ礼銭

※遣足

※5人分

※シン山よりの送り
衆5人へ

※馬の礼銭力

※宿より送り衆へ

※宿への礼

※神原迄の案内者へ

※金蔵寺へ酒手

　　〃
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⊂・1宿泊地旅籠代昼食⇒莚酒橋鰍賃小遣礼銭韓孟の備 考

田スヤ

潟新～上山

留逗潟新

泊
留
留

ー
逗
逗

刀　

坊

崎

井

福
雲

泊
上
泊
　
泊
中

川井

条

　
崎

軽

大

出
　
軽
山
北
　
鉢
府

留逗中府

？
？
？
？
？
？
？
㌔
叉
？
㍍
？
？
？
？
朋

　
　
　
　
　
　
月
　
　
月
　
月
～

　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
0
」
　
　
Q
」

四
田

？
？
囲
？
？
畑
？
？
？
酬
？
？
？
∴
娼

～
9
・
・

～

　
　
　
　
1
4
月

？
　
　
　

月
1
0

　
　
　
　
9

360

24

351

150

　
1
281
651

50

61

※

　1043

22

51

24

10

100

85

17

　※

　200

30

50

02

24

※31

25

50

O
J
1

ー
ウ
一

26

19

0
3

（

δ
2

5
8
0

1
3
5
18

31

※

200

200

※

200

11

※10

※45

22

※金蔵坊へ礼

l

I※大福坊へ樽
i

1※宿への礼
　

1※大館殿へ樽

※餅代

※箕代

宿の下女に

5人分
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考備のぞ
他宿泊地罐代已獺倒酒橋鰍酬遣ネL銚鮭年月日

6

26

15

　
13

24

13

12

22

46

14
　
2
4

30

80

8

300

20

32

　
2
6

30

36

33

27

18

18

60

60

60

60

60

50

60

60

50

50

60

60

60

50

30

50

40

70

60

60

60

60

60

60

60

60

有間川逗留
泊生能

糸魚川泊
泊振市

宿泊地不明

三日市泊
泊津魚

宿泊地不明

泊
泊
泊
泊
　
　
泊
泊

庄

倉
山
原
〃
川
野

新

船

横
高
　
古
大

明
泊
泊

不

。

嶋

地　

之

之

泊宿

山
湯

泊
泊

生

田

麻
勝

井ノロ泊
　　〃

宿泊地不明

泊
泊
泊

坂

浜
本

下

大

坂

日
口
H

日
2
3

1
～
明1

相

聞

田

四

相

釦

朋
朋
瑚
朋
随
日
朋
抽
田
抽
畑
畑
別
却
網
瑚
細
湘
細

〈
付

　
記
V

　

こ
の
史
料
は
田
中
本
の
購
入
と
整
理
の
過

程
で
そ

の

存
在
に
気
が

付

き
、
検
討
を
始
め

た

も
の
で
あ
る
。
過
日
逝
去
さ
れ
た
田
中
稔

教
授
も
こ
の
史
料
に
は
大
変
興
味
を
示
し
て

お

ら
れ
た
が
、
紹
介
に
際
し
て
内
容
に
つ
い

て

の

御
教
示
を

得
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

っ

た
の

は

ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
御
元
気

な
ら
指
摘
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
不
備
を
覚
悟

の

上

で
、
御
霊
前
に
捧
げ
る
こ
と
と
し
た

い
。
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〈
釈
文

V

．

ー
オ
ポ
禄
六
耀
九
月
F

　
　
　
北
国
下
リ
ノ
遣
足

百
文

廿
文

八
十
文

十
五
文

廿
九
文

四

十
八
文

四

十
二
文

四

十
八
文

十
六
文

廿
文

四
十
八
文

廿
七
文

笠
取
西
庄
越
中
二

樽
代
、
廿
日
ヨ
リ
廿

二

日
迄
逗
留
ノ
礼

ヒ

ル
ヤ

ス

ミ
草
津

ハ

タ
コ
銭
守
山

廿
二
日
夕
・
廿
三
日
朝

ム

シ

ロ

昼
休
以
下

廿
三
日
・
廿
四
日
ハ
タ
コ

石
寺
に
て

昼
休
以
下

廿
五

日
ノ
タ
、
同
廿
六

日
朝
、
木
ノ
本
三
ア

ハ

タ
コ
セ
ソ

サ
ケ

以

下

ヒ
ル
ヤ
ス
ミ

ッ
ハ
イ
坂

廿
六

日
ノ
タ
・
廿
七
日
朝

越
前
ノ
今
庄

昼
休
サ
ケ
以
下

（
ー
ウ
）

　
四
十
八
文

　
四

十
文

　
十
二
文

　
十
七
文

　
八
文

　
廿
二
文

　
五
文

　
四

十
八
文

　
廿
文

　
四

十
八
文

　
八
文

　
廿
九
文

　
四

十
八
文

　
五
十
二
文

　
廿
七
文

　
四

十
八
文

（
マ

マ
）

六
日
　
六
十
一
文

　
廿
四
文

　
四

十
八
文

　
十
六
文

ハ・
・
薔
舗
肪

越
州
浅
生
津

北
庄
橋
賃

キ

レ

ト
ノ
舟
ち
ん

昼
休

湊
船
チ
ン

ヒ

ル
ヤ

ス

ミ
サ
ケ
以
下

橋
賃
加
州

ハ・
・
銭
詰
緬

昼
休
以
下

ハ

タ
コ
銭
二
日
．
三
日
朝

加
州
湊

湊
川
船
チ
ン

昼
休
小
遣
以
下

ハ

タ
コ
銭
三
日
．
四
日
ノ
朝

杉
原

昼
休
以
下

ハ・
・
難
鶉
に
て

駄
賃

小
遣
共
、
サ
ケ
以
下

ハ・
・
銭
語
靭

舟
ち
ん

（
2
オ
）
二

六
日
　
廿

五
文

　
四

十
八
文

七
日
　
五
十
二
文

　
四

十
八
文

八
日
　
廿
文

　
廿
文

　
四

十
八
文

九
日
　
廿
五
文

　
十
一
文

　
四

十
八
文

十
日
　
廿
文

　
廿
九
文

　
廿
三
文

　
四

十
八
文

昼
休
以

下

ハ
ζ
縮
〃
蛎

越
中
金
山

昼
休
サ
ケ
以
下

ハ

タ
コ
七
日
夕
．
八
日
朝

越
中
ヲ
イ
庄

駄

賃
召
庄

市
ブ
リ
マ
テ

ヒ

ル
ヤ

ス

ミ
以
下

ハ

タ
コ
八
日
夕
．
九
日
朝

越
後
国
イ
ト
井

郷　
　
イ
ト
井

駄
賃
郷
ヨ
リ

　
　
ノ
ウ
迄

小
遣

ハ

タ
コ
九
日
．
十
日

越
後
ノ
ウ

駄
賃
名
古
テ

小
遣

ア

ル

マ

川
迄

駄
賃

ハ

タ
コ
　
ア
ル
マ
川

十
日
夕
・
十
一
日
朝
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十
一
日

　
十
三
文
　
　
餅
・
サ
ヶ

　
十
月
十
一
日
ヨ
リ
越
後
ノ
府
中
ニ

　
ッ
ク

（
2
ウ
）

　
八
十
九

文

十
月
十
一
日
ヨ
リ
同

　
　
　
　
　
　
十
八

日
迄
ノ
小
遣

　
四

十
二
文
　
十
九

日
ヨ
リ
廿
一
日
マ
テ

　
　
　
　
　
　
小
遣
之
分

　
　
　

川
豊
方
ヨ
リ
長
井
方
ト
申
仁

　
　
　
宝
積
寺
・
善
光
寺
等
ヘ
ノ
案

　
　
　
内
者
二
酒
以
下
ノ
入
目
也

　
九

十
文
　
　
小
遣
ト
モ

　
　
　
　
　
　
廿
二
日
ヨ
リ
十
一
月
四
日

　
　
　
　
　
　
マ
テ
ノ
分
也

　
壱
貫
百
四

十
文
ハ
タ
コ
十
月
十
一
日
ヨ
リ

十
一
月

　
四
日

　
七
文

　
四

十
八
文

六
日
　
十
三
文

十
一
月
四
日
迄
ノ
分

小
遣
松
ハ
シ
ニ
テ

　
　
　
四
日
・
五
日

ハ

タ
コ
ハ
ナ
カ
サ
キ

　
　
　
ニ
テ

昼
休
以
下

百
七
十
七
文
ノ
ウ
峯
大
善
坊
へ

　
　
　
　
　
礼
ノ
出
銭
分
、
七
日
・
八
日

　
　
　
　
　
両

日
逗
留

　
五
十
文

　
四

十
文

　
廿
五
文

十
日
　
十
三
文

　
五
十
文

十
一
日

　
廿
七
文

（
3
オ
）
三

　
四
十
文

十
二
日

　
廿
一
文

　
四

十
八
文

十
三
日

　
四

文

　
四
十
文

十
四
日

　
十
二
文

　
五
十
三
文

　
十
六
文

　
四

十
文

　
世
文

ハ

タ
コ
田
麦
ニ
テ

九

日
ノ
朝
マ
テ

ハ・
・
譜
゜
吉

ノ
ウ
峯
ヨ
リ
ノ
送
ノ

人
二
遣
ス

コ

ツ

カ
イ
犬
伏

ハ・
・
罐
゜
＋
百

小
遣
以

下

ハ

タ
コ
十
一
日
・
十
二
日

湯
ノ
サ
ワ
ニ
テ

コ

ツ

カ
イ
ト
モ

ハ

タ
コ
十
二
日
．
十
三
日

ア

サ

カ
イ
ニ
テ

コ

ツ

カ
イ

ハ・
・
麩
卵
錫
，

昼
休
以
下

沼
田

ハ・
・
汁
謂
．
＋
吾

コ

ツ

カ
イ

ハ・
・
バ
精
．
＋
六
，

タ
ル
イ
ヨ
リ
ヲ
マ

田

迄

ノ
駄
賃

　
　
　
タ
ル
イ
ヨ
リ
ヲ
マ
タ
ノ

　
　
　
鶏
足
寺
ヘ
ツ
ク

　
　
　
十
一
月
十
七
日

　
　
惣
已
上
三
貫
八
百
十
八
文

　
　
此
分
下

リ
ノ
路
銭
分
也

（
3
ウ
）

　
　
永
禄
六
年
十
一
月
　
日

　
　
　
遣
足

百
文

五
十
文

　
七
十
〉
文

六
十
文

十
六
文

五
十
文

五
月
十
一
日
二
田
村
ヨ
リ
長
井
へ

廿
文

　
　
　
　
　
　
　
　
u

七
文

廿
文

宇
津
宮
二
逗
留
ノ
間

　
　
　
　
　
（
カ
）
（
カ
）

礼
二
遣
ス
、
深
長
方
へ

結
城
ヨ
リ
多
劫

マ
テ

ノ
送
ノ
人
二
遣
ス

コ

ツ

カ
イ

駄
鳥
埜
戸
リ

岩
城
湯
本
ニ
テ

遣
足

駄
賃
川
原
。
。
リ

　
越
ス

・
チ
・
彰
▽
ヨ

コ

ツ

カ
イ

駄
賃
　
板
屋
ヨ
リ
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シ
ノ
ブ
マ
テ

　
十
五
文

　
　
ハ
タ
コ
十
二
日

　
　
　
　
　
　
シ
ノ
ブ
ニ
テ

　
十
四

日
ヨ
リ
田
村
ヨ
リ
相
馬
へ
越
ス

　
廿
文
　
　
　
ハ
タ
コ

　
十
五
文
　
　
送
ノ
衆
ニ
サ
ケ

　
　
　
　
　
　
相
馬
迄
人
数
五
人

　
六
月
二
日
ヨ
リ
相
馬
ヨ
リ
岩

　
城
ヘ
コ
ス

（
4
オ
）
二
二

　
廿
文
　
　
　
サ
ヶ
、
シ
ソ
山
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
送
衆
五
人
ニ
サ
ケ

　
六
月
十
二
日
岩
城
ヨ
リ
田
村
へ
越
ス

　
十
文
　
　
　
薬
王
寺
ヨ
リ
馬

　
　
　
　
　
　
中
間
二
遣
ス

　
四
十
五
文
　
ミ
サ
コ
ヨ
リ
小
野

　
　
　
　
　
　
マ
テ
ノ
駄
賃

　
五
十
文

　
　
小
野
ヨ
リ
ミ
ハ
ル

　
　
　
　
　
　
迄
ノ
タ
チ
ン

　
同
十
七
日
ニ
ミ
ハ
ル
ヨ
リ
大
平
へ

　
越
ス

　
百
文
　
　
東
仙
坊
へ
礼

　
　
　
　
　
　
両
夜
逗
留

世
文

四

十
八
文

廿
六
文

八
文

五
十
文

太
タ
イ
ラ
ヨ
リ

タ
カ
タ
テ
迄
ノ

駄
賃

高
館
ヨ
リ
中

路
迄
ノ
駄
賃

ハ

ζ
中
箕

コ

ツ

カ
イ

中
路
ヨ
リ
黒
河

迄
ノ
駄
賃

六
月
廿
二
日
会
津
ヨ
リ
立

ヤ

ナ

イ
ツ
ニ
ツ
ク

（
4
ウ
）
廿
三
日

　
五
十
文

　
四
十
文

　
十
文

　
廿
文

廿
四
日

　
廿
六
文

　
四
文

　
五
十
文

廿
五
日

　
四

十
五
文

　
廿
文

　
五
十
四
文

廿
六
日

　
廿
六
文

ハ
タ
コ

駄
賃
柳
津
ヨ
リ

船
賃
柳
津

（賃
）

駄
任
野
尻
マ
テ

ハ

タ
コ
　
ノ
シ
リ

コ

ツ
カ
イ

津

川
迄
駄
賃

ハ

タ
コ
　
ツ
カ
ワ

サ
ケ

フ

ナ

チ

ン

マ

ヲ
ロ
シ
マ
テ

ハ・
・
㌻
。
シ

廿
文

世
文

七
十
文

廿
文
難
，

十
五
文

　
廿
五
文

廿
七
日

　
廿
文

　
廿
五
文

　
十
五
文

　
十
文

（
5
オ
）
五

廿
八
日

　
百
文

同
廿
八
日

　
十
四

文

　
八
文

　
十
七
文

コ

ツ

カ
イ

駄慕
塞
シ
。
リ

駄
轟
禦
リ

　
　
ヨ
コ
コ
シ

サ
ケ

　
　
　
　
　
ニ
テ

フ

ナ

チ

ン

　
コ

ク
ラ
ク

ワ
タ
リ

駄

賃
対
謹

ハ・
・
対
謹

神
原
マ
テ
ノ

案
内
者
二
遣
ス

サ
ケ

神
原
に
て

ニ

イ
カ
タ
ノ
ワ
タ
リ

宿
ヘ
ノ
礼

　
（
カ
）

宇
路
与
助

船
賃
麟
へ

上
原
ニ
テ
サ
ケ

　
　
ノ
ッ
タ
リ
へ

船
賃
　
　
越
時

　
廿
八

日
二
乙
法
寺
ヘ
ツ
ク

十
文

　
　
　
舟
ち
ん
池
ノ
ハ
タ

甚
文
金
蔵
所
へ
酒
手

廿
五
文
　
　
同
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十
文

舟
ち
ん
ヤ
ス
田

廿
二
文
　
　
昼
休

弐
百
文
　
　
金
蔵
坊
へ
礼

百
文

十
七
文

山
上
迄
ノ
案
内
者

山
上
ヨ
リ
新
方

迄

ノ
舟
ち
ん

ム

シ

ロ

弐
百
文
　
　
大
福
坊
へ
樽

　
八
十
五
文
　
舟
ち
ん

八
月
十
二
日
ヨ
リ
廿
二
日
マ
テ

　
三
百
六
十
文
ニ
イ
カ
タ
の

廿
二
日

　
十
五
文

ハ

タ
コ
同
礼

ヒ
ル
ヤ
ス
ミ

ヤ

ヒ

コ

ニ

テ

廿
五
文
　
　
駄
賃

　
廿
四

文
　
　
ハ
タ
コ

（
5
ウ
）
　
　
八
月
廿
三
日

　
廿
四
文
　
　
ハ
タ
コ

　
十
九
文
　
　
小
ツ
ヵ
イ

　
　
　
　
九
月
二
日

　
廿
一
文
　
小
遣
ト
モ

　
廿
五
文

　
　
ハ
タ
コ
カ
ル
イ
川

　
九
月
五
日
又
山
上
へ
越
ス

弐蔓
謹
，
大
福
坊
へ
礼

　
百
五
十
文
　
ハ
タ
コ

行
真
同
山
城
二
人
出
雲
崎
二

逗
留
ノ
分

廿
六
文
　
　
小
遣

廿
八
文

　
　
　
ハ
タ
コ
カ
ル
イ
川

廿
文

　
サ
カ
テ
山
上

六
＋
五
文
蛸
日
ハ
ζ
北
条

十
九
文
　
　
小
遣

五
十
文
＋
四
日
ハ
タ
コ
ハ
ッ
サ
キ

廿
四
文
　
　
昼
休

五
十
文
　
　
駄
賃

廿
四
文

弐
百
文

廿
文

世
一
文

廿
三
文

廿
文

十
五
文

　
廿
八
文

（
6
オ
）
六

　
五
十
文

五
十
文

　
　

サ
ケ

　
　
府
中
ニ
テ

　
　

宿
ヘ
ノ
礼

　
　
小
遣

　
　
サ・
篇
殿
へ

十
七
日

　
　
コ
ツ
カ
イ

ム

シ

ロ

コ

ツ

カ
イ

同
拙
信
迄
ノ

コ

ツ

カ
イ

ム

シ

ロ

六

十
一
文
ハ
タ
コ

十
八
文
　
　
小
遣
廿
九
日
迄

十
文

四
十
五
文

餅箕
行
真

十
一
文
　
　
ワ
ラ
チ

廿
二
文
　
　
ヤ
ト
ノ
下
女

壱
貫
四
十
三
文
　
ハ
タ
コ

九

月
十
四
日
ヨ
リ
十
月
二
日
迄

五
人

ノ
分
府
中
二
逗
留

廿
一
文
　
　
コ
ツ
カ
イ

六
十
文
ヨ
朋
゜
三
日
　
ハ
タ
コ
ァ
ル
マ
川

廿
文

六
文
　
　
　
四
日

六
十
文

ヒ

ル
ヤ

ス

ミ

名
立

ワ
ラ
チ

ハ
タ
コ

ノ
ウ
ニ
テ

廿
六
文
　
　
小
遣

六
＋

文
五
日
ハ
タ
コ
イ
才
刀

廿
二
文

　
　
　
六
日

六
十
文

廿
六
文

　
　
　
七
日

六
十
文

　
十
五
文

　
　
　
　
八
日

　
五
十
文

（
6
ウ
）

　
十
三
文

ヒ

ル
ヤ

ス

ミ
以
下

ハ

タ
コ
市
ブ
リ

昼
休
以
下

ハ
タ
コ

小
遣

ハ

タ
コ
三
日
市

コ

ツ

カ
イ
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六
＋
文
九
日
ハ
タ
コ
大
津

廿
文
　
　
　
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ

　
　
　
十
日

六
十
文
　
　
ハ
タ
コ

廿
六
文
　
　
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
以
下

　
　
　
十
一
日

五
十
文

　
　
ハ
タ
コ
新
庄

廿
四
文
　
　
小
遣

　
　
　
十
二
日

五
十
文

　
　
ハ
タ
コ
舟
ノ
ク
ラ

十
三
文
　
　
小
遣

　
　
　
十
三
日

六
十
文
　
　
ハ
タ
コ
横
山

廿
三
文
　
　
昼
休
以
下

　
　
　
十
四
日

六
十
文
　
　
ハ
タ
三
局
ワ
ラ

　
　
　
十
五
日

六
十
文
　
　
同

廿
七
文
　
　
昼
休
以
下

　
　
　
十
六
日

五
十
文

　
　
ハ
タ
コ
フ
ル
川

十
二
文

　
　
コ
ッ
カ
イ

　
　
　
十
七
日

廿
文
　
　
　
ハ
タ
コ
大
野

　
　
　
十
八
日

五
十
文
　
　
ハ
タ
コ

廿
二
文
　
　
小
ッ
カ
イ

　
　
　
十
九
日

四
十
文
　
　
ハ
タ
コ
山
ノ
ロ

十
八
文
　
　
昼
休

七
十
文
　
　
ハ
タ
コ
湯
ノ
嶋

六
十
文
　
　
ア
サ
ウ
ハ
タ
コ

　
十
八
文
　
　
昼
休

（
7
オ
）
七

　
　
　
　
廿
二
日

　
六
十
文
　
　
ハ
タ
コ
　
濃
州

　
　
　
　
　
　
勝
田
に
て

　
四

十
六
文
　
昼
休
小
遣
以
下

　
　
　
　
廿
三
日

　
六
十
文

　
　
ハ
タ
コ
、
、
、
ノ
井
ノ
ロ

　
　
　
　
廿
四
日

　
六
十
文

　
　
ハ
タ
コ
同
井
ノ
ロ

　
十
四
文
　
　
小
遣

　
　
　
　
廿
五
日

　
六
十
文
　
　
ハ
タ
コ

　
廿
四
文
　
　
コ
ツ
カ
イ

八
＋
文

　
警
彊

　
　
　
　
廿
六
日

　
六
十
文
　
　
下
サ
カ
三
ア

　
　
　
　
　
　
ハ
タ
コ

六
十
文

八
文

六
十
文

廿
文

三
百
文

ハ

タ
コ
大
ハ
マ

サ
ケ

坂
本
ニ
テ
ハ
タ
コ

小
ッ
カ
イ

江
州
シ
モ
サ
カ

ヨ

リ
坂
本
迄

舟
チ
ン

　
惣
已
上
七
貫
六
百
十
文

此
分
国
々
逗
留
ノ
間
井

ノ
ホ
リ
ノ
路
銭
分

　
此
外
下
リ
路
銭
分

　
三
貫
八
百
廿
八
文

　
　惣
都
合
＋
一
貫
四
百
四
＋
文
齢
ノ

（
7
ウ
）

　
　
　
此
外

　
　
（
百
〉

　
八
口
八
十
九
文
　
越
後
国
中

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
テ
ノ
駄
賃

　
壱
貫
六
百
文
　
悪
銭
ノ
現

　
　
此
代
ハ
悪
銭
三
貫
百
文
越
後
ノ

　
　
府
中
ノ
宿
へ
渡
シ
、
清
銭
ヲ

　
　
壱
貫
五
百
文
請
取
申
間
、
悪
銭
ノ
現
也
、

　
百
五
十
文
　
　
悪
銭
ノ
現

　
　
此
代
ハ
シ
モ
坂
ヨ
リ
船
賃

　
　
三
百
文
ノ
分
二
悪
銭
四
百
五
十
文

　
　
渡
申
間
如
此
也
、
三
百
文
ハ

　
　
右
ノ
遣
足
ノ
内
二
入
申
也
、

　
以
上
弐
貫
六
百
四
一
文

惣
巳

上
合

十
四
貫
八
十
一
文

入
目
遣
足

山
本
光
正
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

小
島
道
裕
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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